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○

　磐田市では、人と人とのつながりを大切にした学府ー体校をはじめとする 「新時代の新たな学校づくり」を

進めています。

　「ながふじ学府一体校」は、これまでに「新たな学校づくり検討会」で、豊田中学校と豊田北部小学校を一体

校として運営をスタートし、将来的には豊田東小学校を含めた学府一体校をめざすこと、校舎は現在の豊田中

学校の敷地に建設することなどについて方針をまとめました。

　この方針を受け、「ながふじ学府一体校建設検討会」を新たに立ち上げ、施設の配置などについて検討してきま

した。これまでの検討結果をもとにまとめられた「ながふじ学府一体校の基本設計」についてお知らせします。

学級数の変動などに対応する多機能で柔軟な教育空間づくり○
児童生徒を迎え入れる「ながふじホール」、広い階段、オープンスペースなど、学年を超えた交流を
誘発する校舎づくり

防災を考えた安全 ・ 安心な校舎づくり○

○

地域に開かれた（仮称）ながふじ図書館や地域連携室など、地域とのつながりを大切にする校舎づくり

◆検討会の目的◆
平成28年度に策定した基本構想を踏まえ、平成29年度は、ながふじ学府一体校の基

本設計策定に向けて、施設の配置や機能、内容などについての検討を行いました。

◆ワークショップ開催◆
検討会と並行して、ワークショップを開催し、保護者、地域、教職員の各代表者など

47名の方々にご参加いただき、施設の配置や機能などについて数多くのご意見を

いただくことができました。

検討会に参加して、地域と学校のつながりの大切さを改めて感じました。東小も含めて、様々な
交流活動ができる準備が整いつつあり、ながふじ学府一体校建設で、地域の発展と子どもたちの
成長が期待されます。

小中学生の交流によって、子どもたちの豊かな成長が期待できます。図書館や地域連携室を入り
口に、地域ともつながりやすい一体校。双方にとって豊かな学びの場になればうれしいですね。

今後、校舎内、室内などの細部についての実施設計をまとめるとともに、ながふじ学府一体校の教育構想や内容などについ

て検討を進め、平成33年度の開校をめざしていきます。

◆検討会メンバーの声◆

第１回　平成29年９月13日（水）　　午後６時～８時

第２回　平成29年10月25日（水）　　午後６時～８時

第３回　平成29年12月13日（水）　　午後６時～８時

◆検討会のメンバー◆（計17名）

千葉大学大学院工学研究科教授、ながふじ学府の小中学校長、豊田地区支部長、

ながふじ学府３地区代表、ながふじ学府小中学校及び幼稚園の保護者代表、なが

ふじ学府コミュニティ・スクール・ディレクターなど

■第１回検討会　 平成29年８月31日（木） 午後６時～８時

 　　　　　　　　　 ・ 委嘱状交付、プロポーザル企画案内容説明等

■第２回検討会　 平成29年10月18日（水） 午後６時～８時
 　　　　　　　　　 ・ 検討事項　①グラウンド、アリーナ、プールの配置について
                      　 ②（仮称）ながふじ図書館、職員室の配置について

■第３回検討会　 平成29年11月15日（水） 午後６時～８時
  　　　　　　　　　・ 検討事項　①校舎内各教室の配置について
                      　 ②グラウンドの配置について

■第４回検討会　 平成30年２月７日（水） 午後６時～８時
 　　　　　  ・ 検討事項　                                   ①（仮称）ながふじ図書館、ランチルームの配置について
                        ②その他計画案の内容について

ながふじ学府一体校開校までのスケジュール

磐田市教育委員会教育総務課  学府一体校推進室

〒 438-8650 静岡県磐田市国府台３-１ TEL:0538-37-2115 FAX:0538-36-1517

◆これまでの開催経過◆
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N■凡例 ：普通教室等

：地域開放エリア

：特別教室 ：放課後児童クラブ

：管理諸室

２階同様、オープンスペースを配置するとともに、日当たりのよい南側に普通教室を、

北側に音楽室、図工室、美術室、家庭科室などの特別教室を配置します。

《施設概要》
●構造　鉄筋コンクリート　●階数　４階建て

●校舎　普通教室（通常学級31学級、特別支援学級４学級）・LD等通級指導教室４学級・多目的教室５室

　　　　特別教室（理科室３室、PC教室、図工室、家庭科室、音楽室２室、美術室、技術室）

　　　　管理諸室（校長室２室、職員室、保健室等）・地域連携室・ランチルーム

●屋内運動場（メインアリーナ・サブアリーナ・器具庫・ステージ）

●武道場　●（仮称）ながふじ図書館　●プール(大プール25m×９コース、小プール12m×６m、プール付属棟）

●共同調理場　●放課後児童クラブ　●その他（部室、屋外倉庫、駐輪場等）
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ながふじ学府一体校基本設計の概要ながふじ学府一体校基本設計の概要

（南西より望む）外観イメージ


